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います。 
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オーディオ機器の正しい使いかた 

才ーデイオ機器妓全にお使しル、ただ < r こめ、ご使用の前こ必ずお読み < rd さい 


絵表示について 

この「取扱説明書」および製品への表示では、製品を安全に正しくお使いいたださ、 
あなたや他の人々への危害や財産への損害を未然に防止するために、いろいろな絵表 
をしています。 

その表示と意味は次のよラになっています。内容をよく理解してから本文をお読みく 
ださい。 


A mScM - この表示を無視して誤った取り扱いをすると、人び死亡または重 
言 [ q 傷を負う可能性び想定される内容をおしてしほす。 

この表示を無視して誤った取り扱いをすると、人び傷害を負ラ巧 
能性び想定される内容および物的損書のみの発生び想定される巧 
容を示しています。 



給表示の例 

A A 記号はミ主意（警告を含む）を促す内容びあることを告げるちのです。 
_ 図の中に具体的なミち意内容（左図の場合は感電ま意）び描かれています。 



® 記号は禁止の行為であることを苦ばるちのです。 

図の中やお傍に具体的な禁止内容（左図の場合は分解禁止）び描かれてい 
ます。 


を) 

〇 


♦記号は行為を強制したり指示する内容を告げるわのです。 

図の中や近傍に具体的な指示内容（左上図の場含は電源プラグをコンセン 
卜からおいてください）び描かれています。 
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A 警告 


■ 故障したままの使用はしない - 

♦ 万一、煙び出ている、変なにおいや音びするなどの異常状態のま 
ま使用ずると、火災•感電の原因とな0ます。すぐにサブウー 
ファーの電源プラグをコンセントか5抜いてください。 

煙び出なくなるのを確認して、販売店に修理を依頼してください。 

から损いて<ださい 

■絶巧に裏ぶた、カバーははずさない、改造しない- 

♦ サブウーファーの裏ぶた、 カバーは 絶対にはずさないでください。 
内部には電圧の高い部分びあり、感電の原因となります。内部の 
点検-整備-修理は販売店に依頼して<ださい。 

♦ サブウーファーやサテライトスピーカーを分瓶改造しないでくだ 
さい。火災 • 感電の原因となります。 

■ 100 ViU 夕の電圧で使用しない- 

0 m サブウーファーを使用できるのは日本国内のみです。 

♦ 表示された電源電圧（交流1日□ボルト）政がの電圧や船祀などの 
直流 ( DC ) 電源には絶対に接続しないでください。火災•感電の 
原因とな0ます。 

■ 放熱を巧げない- 



A® 

電源プラグをコンセント 


0 


♦ サブウーファーの通風孔をふさびないで<ださい。通風孔をふさ 
ぐと内部に熱びこわり、火災の原因とな0ます。サブウーファー 
には内部の温度上昇を防ぐため、ケースの上部や底部などに通風 
孔びあけてあります。次の点に気を付けてご使用<ださい。 

• サブウーファーを逆さまや横倒しにして使用しないでくださし、。 

• サブウーファーを、押し入れや本箱など風通しの悪い狭い所に押 
し込んで使用しないで < ださい。 

• テーブルク n スをかけたり、巧団の上に置いて使用しないでくだ 
さし、。 

• サブウーファーを設置する場合は、壁から lOcml ^ ん L の間隔をお 
いてください。また、放熱をよくするために、他の機器との間 
は、かし離して置いてください。ラックなどに入れるときは、機 
器の天画か 52 cmULL 背面か5日 cm 政上のすきまをあけてく 
ださい。内部に熱びこわ0、火災の原因となります。 


水のかかるところに置かない 


(§) 

0 


水場での 
使巧禁止 


風呂場では使用しないでください。乂災•感電の原因となります。 


水め n • 本製品は屋内専用に設計されています。めらさないよラにごを意 

禁止 ください。内部に水び入ると、火災•感電の原因となりまず。 
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オーディオ機器の正しい使いかた 


A 警告 


■ 水の入った容器を置かない 


0 


♦ 本製品の上に花びん、植木鉢、コップ、化粧品、薬品や水などの 
入った容器やルさな金属物を置かないでください。こぼれて中に 
入った場合、火災-感電の原因とな0ます。 


■ 中に物を入れない 


0 


♦ サブウーファーの通風孔か5金属類や燃えやすいちのなどを差し 
込んだり、落とし込んだりしないでください。乂災•感電の原因となり 
ます。特にお子様のいるご家庭ではごま意ください。 


■ 中に水や異物が入ったら 


A© 

電源プラグをコンセント 
からないて<ださい 


♦ 万一、本製品の内部に水や異物び入った場含は、すぐにサブウー 
ファーの電源スイッチを切0、電源プラグをコンセントから抜し、 
て販売店にご連絡ください。 


■電源コードを傷つけたり、加工しない 


A 


♦ 電源コードび傷んだ5 (お線の露出、断線など）販売店に交換を 
ご依頼ください。 

そのまま使巧すると火災-感電の原因となります。 


0 


♦ 電源コードの上に重いものをのせたり、コードびサブウーファー 
の下敷にな5ないよラにしてください。コードに傷びついて、火 
災-感電の原因となります。コードの上を敷物などで覆ラことに 
より、それに気付かず、重い物をのせてしまラことびありますの 
で、ごま意ください。 

♦ 電源コードを傷つけたり、加工したり、無理に曲げたり、ねじっ 
たじ、 引っ張ったり、加熱した0しないでください。コードび破 
損して火災-感電の原因とな0ます。 


■落としたり、破損した状態で使用しない 


A© 

電源プラグをコンセント 
から巧いてください 


♦ 万一、誤って本製品を落とした場合や、キャビネットを破損した 
場含には、そのまま使用しないでください。火災•感電の原因と 
な0ます。電源プラグをコンセントから抜さ、必ず販売店にご相 
談ください。 


■ 雷が鳴りだしたら機器に触れない 



接触禁止 


♦ 雷び鳴りだした5、電源プラグには触れないでください。感電の 
原因とな0ます。 
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A 汪局 


設置上のま意 


0 


〇 


強度の足りない台やぐ5ついた0、傾いた所など、不安定な場所 
に置かないでください。落ちた0倒れた0して、けびの原因とな 
ることびあ0ます。 

本製品の上に他の才ーディオ機器を乗せたまま移動しないで<だ 
さい。倒れたり落下して、けびの原因となることびあります。 

本製品の上にものを置かないでください。バランスびくずれて倒 
れたり落下して、けびの原因となることびあります。 

移動させる場合は、サランネットや スピー カー ユニッ トに手をか 
けないでください。故障やけびの原因となることびあります。 
移動させる場含は、電源スイッチを切0、接続コードやスピー 
カーコードをはずしてか5行ってください。落下や転倒など、思 
わ城事故の原因となることびあります。 

壁はその材質、また棲などの位置により、ネジの保持強度に大き 
な差び出ますので、取り付けに際しては十分にごを意ください。 
(専門の業者にご相談ください。） 


■ スピーカーコー ドは安全な場所へ- 

♦ スピーカーコードの配線された位置によってはつまずいた0引っ 
かかったりして、落下や転倒など事故の原因となることびありま 
す。スピーカースタンドを使用した場合や高い所に置いた場合、 
壁に掛けた場合など、特にごま意ください。 


〇 


次のような場戸斤に置かない- 

♦ 調理台や加湿器のそばなど油煙や湯気び当たるよラな場所に置か 
ないでください。火災-感電の原因となることびあ0ます。 

♦ 湿気やほこりのをい場所に置かないでください。火災•感電の原 
因となることびあ0ます。 


0 


■ 使用上の注意 

0 


• 電源を入れたときは、音量にを意してください。過大入力でス 
ピーカーを破損したり、突然大きな音び出て聴力障害などの原因 
となることびあ0ます。 

♦ 長時間音び歪んだ状態で使わないでください。アンプ、スピー 
力一等び発熱し、火災の原因となることびあります。 

♦ 音量を上げすざないよラにご注意ください。耳を刺激ずるよラな 
大きな音量で長時間続けて聴くと、聴力に悪い影響を与えること 
びあ0ます。 

♦ サブウーファーに乗った0、ぶ5下びった0しないでくださし、。 
特におモ様にはごミ主意ください。倒れた0、こわれた0して、け 
びの原因となることびあ0ます。 

♦ キャッシュカード、フ□ッピーディスクなど、磁気を利用した製 
品を近づけないでください。磁気の影響で製品び使えな<なった 
り、データび消失することびあります。 
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オーディオ機器の正しい使いかた 


么汪思 


■ 接続について 

A 


♦ 本製品を他のオーディオ機器やテレビなどの機器に接続する場合 
は、それぞれの機器の取扱説明書をよく読み、電源スイッチを切 
り、説明に従って接続してください。また接続は指定のコードを 
使用してください。指定政がのコードを使用した〇コードを延長 
したりすると、発熱し、やけどの原因となることびあります。 


■電源コード、電源プラグのま意 


0 


♦ 電源コードを熱器具に近付けないでください。コードの被覆び溶 
けて、火災-感電の原因となることびあります。 

♦ 说れた手で電源プラグを抜き差ししないでください。感電の原因 
となることがあ0ます。 

♦ 電源プラグを巧くときは、電源コードを引っ張5ないでくださ 
し、。コードび傷つさ、火災•感電の原因となることびあ0ます。 
必ず、プラグを持っておいてください。 

♦ 電源コードを束ねた状態で使巧しないでください。発熱し、火災 
の原因となることがあ0ます。 


を） 

電源プラグをコンセント 
から巧いて<ださい 


旅行などで長期間、本製品をご使巧にな5ないときは、安全のた 
め必ず電源プラグをコンセントか5抜いてください。火災の原因 
となることがあ0ます。 

移動させる場含は、電源スイッチを切り、必ず電源プラグをコン 
セントから抜さ、機器間の接続コードやスピーカーコードなどが 
部の接続コードをはずしてか5行ってください。コードび傷つ 
を、火災•感電の原因となることびあります。 


■スピーカーコードについて 


0 


♦ スピーカーつードを傷つけたり、ねじったり、引っ張った0、加 
熱したりしないでください。火災-感電の原因となることびあ0 
ます。 


■点検-工事について 


を） 

電源プラグをコンセント 
から巧いて < ださし、 


A 


♦ お手入れの際は、安全のため電源プラグをコンセントか5抜いて 
行ってください。感電の原因となることびあります。 


♦ 使用環境にちよ0ますび、2年に1回程度の機器内部の掃除をお勧 
めします。もよりの販売店にご相談ください。 

製品の内部にほこりびたまったまま、長い間掃除をしないと火災 
や故障の原因となることびあります。特に湿気の多くなる梅雨期 
の前に行うと、より効果的です。 

♦ 電源プラグにほこりびたまると自然発火（トラッキング現象）を 
起こすことび知られています。年に数回、定期的にプラグのほこ 
りを取り除いてください。梅雨期前び効果的です。 


0 


♦ シンナー、アルコールやスプレー式殺虫剤を本製品にかけないで 
ください。塗装びはげたり変形することびあります。 
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取り扱いについて 


■ お手入れについて 

本製品の表面は時々柔5かい巧でか5ぶさしてください。汚れびひどいときは、中性洗剤をうすめた液 
に、柔5かい巧を浸し、固く絞って巧れをふき取ったあと乾いた巧で仕上げをしてくださし、固い巧 
や、 シンす一、 アルコールなど揮発性のものは、ご使用にな5ないでください。 

化学ぞラさんなどをお使いになる場合は、それに添付のを意書さなどをお読みください。 

サランネットにほこりびついたときは、掃除機で暇い取るか、ブラシをかけるとよくほこりをとること 
びでさます。 


■ カラーテレビやパソコンとの近接使用について 


一般にカラーテレビやパソコンに使用されているブラウン管は、地磁気の影響さえ受けるほどデリケー 
卜なちのですので、普通のスピーカーを近づけて使用すると、画面に色むらやひずみび発生します。 

本製品は（社）電子情報技術産業協含の技術基準に適合した防磁設計を施していますので、テレビなど 
との近接使用び巧能です。ただし、設置のしかたによっては色むらび生じる場合びあります。その場合 
は一度テレビの電源を切り、 ] 曰分〜3日分後に再びスイッチを入れてください。テレビの自己消磁機能 
によって画面への影響び改善されます。その懐も色む5び残る場をはスピーカーをテレビか5離してく 
ださい。また、近くに磁石など磁気を発生するものびあると本製品との相互作用により、テレビに色む 
らび発生する場合びあ0ますので設置にごを意ください。 

テレビなどの近くに置く場含、テレビか5出ている電磁波の影響でサブウーファーの電源を切っていて 
もスピーカーか5雑音を発生することびあります。この雑音び気になる場合は、テレビか5さ5にス 
ピーカーを離してご使用ください。 

■取り扱い上のご注意 

本製品は通常の音楽再生では問題ありませんび、次のよラな特殊な信号び加えられますと、過大電流に 
よる焼損断線事故のおそれびありますのでごま意ください。 

① FM チューナーび正しく受信していないとさのノイズ 
@発信器や電子楽器等の高い周波数成分の音 
⑤才ーディオチェック用 CD などの特殊な信号音 
® マイク使用時の八ウリング 
感テープレコーダーを早送りしたときの音 
© アンプび発振しているとさ 
@ピンコードなど、接続端テの抜さ差し時のショック音 

■使用上のご注意 

アンプの!-ーンコント□-ルやグラフィックイコライヴー等で低域を極端にブースト（増強）したり、 
低域び異常に強調された特殊なソースを再生した場含、本来の信号し^(外に異常な音び発生する場をびあ 
ります。これはスピーカーユニットの限界を超えた時に発生する「ばた付き」び起こっているためで、 
故障ではありません。 

しかし、このよラな状態でご使用になると、スピーカーユニット破損の原因となりますので音量を下げ 
てご使用ください。 
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ご使用の前に次の付属品びそろっていることをお確かめください。 
ます。 


•サブウーファー 
( SKW -10)(1) 



>ヴテライトス ピーカー 
( D - L 1 X ) (5) 



内の数字は数量を表わしてし、 


•サブウーファー巧 
コルクスぺーヴ ー( 一組く 4個 >) 



>ヴテライトスピーカー用 • スピーカーコード（をちフロ • スピーカーコード 

コルクスぺーヴ ー( -組く20個 >) ント/センター用 )2 .已 m (3) (サラウンド用) 8 m (2) 


情）（厮 


•スピーカー金具（己） 
•壁挂卜けネジ（已） 




(ホ）（白）（緑） 

>接続用（モノラル）ピンコード 


( 1 ) 

■取扱説明書（本書 1) 
>保証書 （1) 




HTP - L 3 は、サブウーファー ( SKW -10) とサテライトスピーカーの- L 1 X ) の組み合わせで最良の状態 
になるよ5に設計されております。本体と他のスピーカーとの組み合わせや、他のサテライトスピー 
カーとの組み合わせでご使用になった場合の故障については、保記でさない場合びありますのでご了を 
ください。 


特長 


■ 超お域再生専巧アンプ内蔵サブウーファーシステム 

■カットオフフイルターを内蔵、お手持ちのシステムに本機を加えるだけで、雄大な 
髓再生が実現可能 

■ヴテライトスピーカーには当社が独自開発した OMF(Onkyo Micro Fiber ) 
ダイヤフラムを使用。また、スピーカーキャビネットには硬度が高く響きの良 
い MDF(Medium Density Fiberboard ) を探用 

付属品について 
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付属品について 


■サブウーファー ( SKW -10) 用コルクスぺーヴーの使いかた 

よ0よい音でお楽しみいただくために、付属のコルクスペーヴーのご使用をおすすめしまず。 
また、コルクスペーヴーを使用することで、すべ0にくく安定して設置することびでをます。 



■サテライトスピーカー ( D - UX ) 用コルクスぺーヴーの使いかた 

よ0よい音でお楽しみいただくために、付属のコルクスペーヴーのご使用をおすすめします。 
また、コルクスペーヴーを使用することで、すべ0にくく安定して設置することびでをます。 

たて置きの場合 横置をの場合 




壁に掛けて使用ずる場合 



□- UX 底面 
壁掛け金具 

□- UX 上面 


サテライトスピーカーを壁に掛けて使用する場合は、ヴテラ 
イトスピーカーの上下を逆にして使用します。 

スペーサ—は2枚重ねて2ヶ所に貼ってください。 

(付属の壁掛け金具の説明書をよく読んで使用してくださ 
い。） 
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各部の名称と働き 





1. 電源スイッチ (P0 邮 ER) およびインジケーター 

日 N 側に押すと電源び入り、インジケーターび 
点灯します。反対側を巧すと電源び切れ、イン 
ジケーターち消巧します。 

2. カットオフ周液数調整ツマミ (FREQUENCY) 
高域をカットする周波数を変えるツマ S です。 
組み合わせるスピーカーシステムに合わせて、 
日日 Hz 〜2日日 Hz の範囲で連続的に変化できま 
す。 

3. 音量調整ツマミ (OUTPUT LEVEL) 

サブウーファーの再生韻を醒するツマミです。 


4. スピーカーレベル入力端子 

(INPUT FROM AMP/RECEIVER) 

アンプまたはレシーバーのスピーカー出力 iS テ 
と接続ずる端テです。 

日. スピーカー レベル出力端子 
(OUTPUT TO SPEAKERS) 

スピーカーレベル入力端子に入力された音び出 
力されます。スピーカーの端テと接続します。 

6. ライン人力端子 (LINE INPUT) 

アンプなどのサブウーファー出力を接続する端 
テです。 


7. バッジ（オンキヨー□ゴプレート） 

□丄1 X を壁掛け金具を使って設置するときや 
横置をで使ラとさは、このバッジを回転させる 
ことびでをます。 

8. スピーカー端子 

アンプのスピーカー端テと接続します。 
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ホームシアターとは 


■ ホームシアターで楽しもラ 

HTP - L 3 を使って音の立体感、移動感を表現し、ご家庭で簡単に劇場やコンサートホールさなび5の臨 
場感あふれるヴウンドをお楽しみいただけます。（曰.1 ch サラウンド再生） 

サテライトスピーカーはすべて同じ性能です。2本をフ□ントスピーカー（し R )、] 本をセンタース 
ピーカー、2本をサラウンドスピーカー(し R ) として使用します。 


フ □ントス ピーカー 

総含的に音声を出力します。日. Ich で柱となり、 
音場をしっかりと整える役割りを果します。 



•本製品のキャビネットは木工製品ですので、温度やミ显度の極端に高いところやおいところは好ましく 
ありません。直射曰光の当たる所や;令暖房機具の近<、ミ谷室や台所の近くなど、湿気のをいところは 
避けてください。 

•振動や傾斜のないしっか0としたところに置いてくださし、。 

• レコードプレーヤーや CD プレーヤーのそばでサブウーファーを使巧したとを、八ウ U ングや音飛び現 
象び起こることびあ0ます。そのとさはプレーヤーとサブウーファーの距離を離ずか、サブウーファー 
の音量を下げてお使いく ださい。 

•サテライトスピーカーを設置する隙には、机やラックの端に置かないよラにしてください。落ちた 
り、倒れた0して、ケガの原因となることびあります。 
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スピーカーの配置のしかた 


基本的な設置例と各スピーカーの没割 


スピーカーの設置方法は、部屋の大ささや壁のネオ質などによってわ違ってさますび、ここでは基本的な 
配置例と香スピーカーの役割を紹介します。 

市販のスタンドや金具を使用ずる場合 

サテライトスピーカーの背面には M 已用ネジ巧1個、底面 
にはピッチ日日 mm で M 已巧ネジ巧を2個設けています。 
底面を固定する場合は、市販のスタンドや金具を使用し 
て < ださい。 

スタンドや金具をご使用になると M 已ネジ 

きは、スタンドの厚みを考慮して 
有効ネジ長び7〜1 2 mm のちのを 一 mm 
ご使用ください。 7〜1 2 mm 


設置例 



センタースピーカー 

でさるだけ画面の近くに配置します。視聴をの耳に向くよラに配置してください。 

センタースピーカーは、左ちフ□ントスピーカーの音源効果や、音の動きを明確にして、よ0豊かなヴ 
ウンドイメージを作0ます。映画では特にここか5セ U フび聞こえます。 

左ちフ□ントスピーカー 

視聴をの前でに配置します。 

•センタースピーカーとなるべく同じ高さになるよラに配置してください。 

•音楽や映画を鑑賞する位置と姿勢で、視聴をの耳に向くように配置してください。左ち対称び理頃です。 


サラウンド スピーカー 

視聴をの横または後に配置します。 

音の立体的な動さを表現し、背景をイ方ージした環境音、また場面を盛り上げる効果音を作0出して臨 
場感を高めます。 


サブウーファー 

迫力のある重1氏音効果を最大限に発揮します。低音の 
みを出力します。 

再生される低音の質や量はサブウーファーの置き場所 
によって大きく変わります。また、部屋のあ状やどの 
位置で聞くかによってち変わります。一般的に部屋の 
隅、または部屋の]/3の場所に置いたとさ、良い結 
果び得られます。 

置き場所をまめる方法として下の方法をおすすめし 
ます。 

•質の良い低音び入った映画または音楽ソースを再生 
する。 

• 本機を部屋の色々な場所に置いてみる。 

•置さ場所により様々な鳴り方をするので、いつち聞 
く位置でちっとちしっかりした低音び再生できる場所を選ぶ, 


1/3ン 3ン 3 
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接続のしかた 


全ての接続が終わるまで本機および他の機器の電源は切ってお 
いてぐださい。 


AV アンプにサブウーファー ( SKW - 1 0) を接続する 


サラ ウンド再生機能のついたアンプやレシーバーと組み合わせる場含は、必ずサブウーファープ U アウ 
卜端テ (SUB WOOFER PREOUT) または相当する端テか5付属の接続用(モノラル）ピン]-ドで本機 
に接続してください。スピーカーコードを使って本機を接続すると、アンプやレシーバーの設定に よっ 
ては十分な低域びでないことびあります。詳しい接続方法はお手持ちのアンプやレシーバーの取扱説明 
書をご覧ください。アンプにサブウーファープリアウト端テびない場合は、1巳ページをご覧ください。 

ここでは、オンキヨー製 AV アンプ SA - L 3 を例に説明していまず。 


SKW-10 




オンキヨー製 AV アンプ SA - L 3 との組み合わせでご使用になる時は 

SA-L3 との組み合わせでご使用になるとさは、下記のセッティングでバランスび取れるようになっています。 
SA-L3 の取扱説明書もご覧になり、調整してください。 

AV アンプ SA - L 3 

•サブウーファー モード： SUBW 日日 FERM 日 DE1 にする。（全てのサテライトスピーカーの低音をサブ 
ウーファーか5出す設定です。） 

• 各スピーカーの音量：全てのスピーカー (LEFT/CENTER/RIGHT/SURR RIGHT/SURR LEFT/ 
バランス SUBW 日日 FER) の音量レベルを「0」にする。 

サブウーファー SKW -10 

•音量調節ツマミ(日 UTPUTLEVEL ) :中央付近 

•カットオフ周波数調整ツマミ （FREQUENCY ) :中央付近 

あとは、部屋の状況や各スピーカーのセッティング位置、お聞をになる位置または、お好みに含わせて 
調整してください。 
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接続のしかた 


AV アンプにヴテライトスピーカーに- L 1 X )を接続する 


サテライトスピーカー （ D - L 1 X ) はずべて同じ性能です。3つを左ちフ□ントスピーカーとセンタース 
ピーカーとして、吕つを左ちサラウンドスピーカーとして使用します。 

•付属のスピーカーコードの色び入っている方を D - L 1 X のプラス（十、赤色)側に接続してください。 
•スピーカー ( D - LIX ) のプラス（+、ホ色)とアンプのプラス（十）、スピーカーのマイナス（一、黒色）と 
アンプのマイナス（一）を接続します。 

•プラス （+) とマイナス（一）を間違って接続したり、左ちのスピーカーを間違えて接続すると、音声び 
不自然になりますのでごを意ください。 


1 .ビニールカバーを はずし 
スピーカーコードのな線 
部を よじ0ます。 



吕.スピーカー端テのレバー 
を巧しなび6コードの先 
端を奥までしっかりと差 
し込みまず。 



3.指を副すとレバーび戻0 
ます。 

スピーカーコードを軽く 
引っ張ってみて確実に接 
続されているかど5か確 
語してください。 





を険 

回路の故障を防ぐため、スピーカーコードのしん線のプラスとマイナス 
あるいは L / R を絶対に接軸させないで < ださい。 


N0 
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接続のしかた 


スピーカーレベル入出力端子のほいかた 


サブウーファープ U アウト5端テの付いていないアンプを接続したいとさに、アンプのスピーカー端テと 
サブウーファーの SPEAKER LEVEL INPUT 端テを接続し、今までアンプにつないでいたスピーカー 
をサブウーファーの SPEAKER LEVEL 日 UTPUT 端テに接続することびできます。接続コードは付属 
してお0ませんので、別途ご用意< ださし、。 

© スピーカーコー ドのビ ニールカパー の巧をがしまず。 ® しん線をよじりまず。 

ft — ^こ ( な - 卫、-/ 一 

M ， 

1日 mm 

1 . スピーカーコードを使用して、本機のスピーカーレベル入力端子とアンプのスピーカー端テを接続します。 

2. 左ちのスピーカーは本磯のスピーカーレベル出力端子に接続します。 




•スピーカー]—ドの十 /-、 L (左 ） R (ち）を間違えないように確実に接続してください。十/-を 
間違えますと低音感び損なわれます。 

•本機のスピーカー出力端テにスピーカーを接続する場含は、本機のスピーカーレベル入力端テに接続 
するアンプの表示より低いインピーダンスのスピーカーをつなぐと故障の原因とな0ます。 

• スピーカーコードの接続は、しん線部び隣の端テや金属部に触れて 
し'!ないかよく確認してください。接触したまま動作させるとアンプ 
の故障の原因とな0ます。 

• BTL 接続のアンプはご使用にな5ないでください。アンス本機と 
も故障の原因となります。一般のアンプは目 TL ではあ0ません。詳 
しくはご使用になるアンプの取扱説明書をご参照くださし、。 



15 














































































サブウーファー ( SKW -10) の調整について 


■ 音量調壁ツマミ (OUTPUT LEVEL ) 

サブウーファー ( SKW - l 日)をライン入力端テ (LINE INPUT ) を使用してアンプと接続 
した場含は、組み合わせるアンプに合わせて音量調整をしてください。超低音は、刺 
激びかないため、つい音量を上げすざる可能性びあります。かし控えめ程度びちょラ 
ど良いバランスになります。 

スピーカーレベル入力端テ (SPEAKER LEVEL ) を使巧し、ステレオ再生する場合 
は、音量調整ツマミの中央付近で一般的なスピーカーと音量バランスび取れるように 
なっています。 

映画などの日. Ich 再生の場含は、中央より上げる（ちへ回す）必要びあります。 

アンプの音量を常識を超えるほど大きくすると故障の原因にな0ますのでごま意ください。また、接続 
するアンプによってはスイッチ類を切り換える時、ノイズを発生することびあ0ます。このノイズはス 
ピーカーを破損する原因にちな0ますので、スイッチ類を操作する時は、アンプの音量をルさくしてか 
5切り換えるよラにしてください。 

■ カツトオフ周波数調整ツマミ ( FREQUENCY ) 

中央付近にしてください。 


□- L 1 X とのセットでご使用にな!5ない場合は、スピーカーに含わせて周波数を選んで 
ください。組み合わせるスピーカーび大型の場合は、スピーカーび低い周波数まで再 
生できるため、カットオフ周波数を低く設定してください。小型のスピーカーの場合 
は、サブウーファーで高い周波数まで再生させるために、カットオフ周波数を高く設 
定してください。実際に音を聞をなび5、バランス良く聞こえるカットオフ周波数を 
選んでください。 



OUTPUT LEVEL 



音のエチケット 

楽しい映画や音楽ち、時間と場所によっては気になるちのです。隣0近所へ 
の配慮を十分にしましょラ。 

特に静かな夜間には音量を下げてききましょラ。 

お互いにむを配0、快い生活環境を守りましよラ。 
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困ったとさは 


電源が入 S ない 

• サブウーファーの電源プラグびコンセントから抜けていませんか？ 

• サブウーファーの電源プラグをコンセントか5抜き己砂ん^上待ってか5再度コンセントに差し込んで 
ください。 


音が出ない _ 

• サブウーファーの電源は入ってますか？ P 日 WER インジケーターは点灯していますか？ 

•本機のボ U ュームび最ル （ MIN ) になっていませんか？ 

•接続しているアンプやレシーバーにへッドホンを接続していませんか？また、消音状態になっていま 
せんか？ 

•接続したレシ~バーやアンプ側はサブウーファーび働くように設定されていますか？ 

• サブウーファーのスピーカーレベル入力端テを使って接続していると走に、スピーカーコードび正し 
く接続されていますか？しん線は本体の接続端テに接触していますか？ 


音が良くなし V 雑音が入る/低音び出にくい 

•カツトオフ周波数び低すざませんか？カツトオフ周波数を下げると超低音のみ再生されますので、聞 
こえにくくなります。サブウーファーの FRE 日 UENC 丫ツマミで周波数レベルを上げてみてください。 
•接続用（モノラル）ピンコードのプラグは奧まで差し込んでください。 

• テレビなど強い磁気を帯びたものの影響をラけることびあります。テレビと本磯を離してください。 

• 低音び入っていないソースを再生している場合、本機から出る音び小さく感じます。 

低音び入っているソースを再生してくださし、。 

• スピーカーコードの+/—び正しく接続されているかご確認くださし、。 


テレビ映像の色がにじむ _ 

• テレビ か5スピーカーを 離してください。 
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主な仕様 


■ SKW -10 (ヴプウーファー) 

■ D - L 1 X (サテライトスピーカー） 

形式 

アンプ内蔵」ドライブ型 

形式 

フルレンジ密閉型 

用違 

超低域再生専用 

定格周波数節囲 

12己 Hz 〜2己 kHz 

定格周波数節囲 

3已 Hz 〜200 Hz 

最大入力 

3日 W 

ク□スオー八’一周波数 

己〇比〜200比(可変） 

定格インピーダンス 

60 

実用最大出力 

40 W (4 Q -曰 AJ ) 

定格感度レベル 

83服/ W/m 

入カインピーダンス 

スピーカー入力： 4.7 kn 

使用スピーカー 

8 cm 日 MF スピーカー 


ライン入力：目已 ko 

夕術マま ( WXHXD ) 

85 x 120 x 1 12 mnn 

入力感度 

スピーカー入力： 1.8 V 

質量 

各 0.7 k 畳 


ライン入力： ] 日 OmV 

その他 

防磁巧応 ( EIAJ ) 

使用スピーカー 

1目 cm 日 MF ウーファー 



電源 

AC 100 V (已曰/目 OHz ) 

※仕様および外観は性能向上のため予告なく変更 

消費電力 

3日 W 

することびおります。 

列お寸法 ( WXHXD ) 

190 x 299 x 312 mm 



質量 

7.目 k 呂 



その他 

防磁巧応 ( EIAJ ) 



修理について 




■保註書 

この製品には保証書を別違添付していますので、 
お買い上げの際にお受け取0ください。 

所定事項の記入および記載内容をご確認いただ 
さ、大切に保管してください。 

保証期間は、お買い上げ曰より1年間です。 

■調子が悪いとさは 

意がな操作 S スび故障と思われています。 

この取扱説明書をわラー度よくお読みいただき、 
お調べください。本機政がの原因わ考え5れま 
す。ご使用の他のオーディオ製品ちあわせてお調 
ベください。それでもなお異常のあるとをは、電 
源プラグを抜いて修理を依頼してください。 

■保話期間中の修理は 

万一、故障や異常び生じたときは、商品と保証書 
をご持参ご提示のラえ、お買い上げの販売おまた 
は当社サービスステーションにご依頼ください。 
詳細は保証書をご覧ください。 

■保証期間経過後の修理は 

お買い上げ店、または当社サービスステーションに 
ご相談ください。修理によって機能び維持できる 
場合はお客様のご要望によ0有料修理致します。 


■捕修用性能部品の保有期間について 

当社では、本磯の補修用性能部品を製造打ち切0 
懐、最低8年間保有しています。この期間は経済 
産業省の指導によるちのです。性能部品とは、そ 
の製品の機能を維持するために必要な部品です。 
保有期間経過渡でち、故障箇所によっては修理可 
能の場含びあ0ますのでお買い上げ店、または当 
社サービスステーションにご相談ください。 

修理を巧頼される時は、下の事項を販売店また 
は当巧ヴービスステーションまでお知5せくだ 
をい。 

^おち前 
^お電話番号 
^ご住所 

製品る I HTP - L 3 I 
^できるだけ詳しい故障状況 
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オンキヨーご相談窓□•修里窓□のご案内 


オンキヨー製品についてのご購入相談はお近<の販売店へ、修理については、お買いホめの販売店へご依頼くださ 
し、。万一お困りの場合には、下記の窓□へご相談くださるようお願いいたします。 


カスタマーセンター 受付日:30〜17:30 (±曰祝、弊社休曰除く） 

■カタ□グのご請ホ、製品についてのご相談 
お客様 * e-mail :ホームシアター/才ーディオ製品- ►customer@onl<yo.caj 口 
ス * 日が 4 巧ロ マルチメディア製品 一 mmcadmin@onkyo.cojp 

L ♦日が 4 せ、し！ *tel ;ナビダイヤル日 570-01-8]]] (全国どこからでも市内料金で通話いただけます) 

または072 -831-8]]] (携帯電話、 PHS から)へどラそ'。 

*FAX : 072-831-8124 〒已 72-8 已40大阪府寝屋 J II市日新町2-] 


オンキヨー製品情報、ユーザー登録ホームぺージへ-- http :// wwvv . onkyo . co.jp 
快適な才ーデイオライフをお手伝い。ネットショップへ-* ■ http :// www . e - onkyo.com 


ぃ申を 修理のご依頼は取扱説明書の「困ったときは」の項目をご確認のうえご依頼ください。輯居され 

U たり、贈物でいただいたものの故障でお困りの場合は、下記へご相談ください。 


北海道地区 

札幌ヴービスステーション 
TEL 0] ]-747-6已12 F 冉 X 0 ] ]-747 -巨已19 
干00]-0028ネ L 幌市北区：!ヒ28条西己-]-28 
I シン：!ヒ28菜ビル 
青森•岩手•宮城•秋田•山お•福島地区 
仙台サービスステーション 
TEL 022 -297-0 己7 ] FAX 022 -2 已 7-7330 
干日 84-00 已]仙台市若林区新寺4-日-已 
_第二丸昌ビル ] F _ 

桐木地区 

宇都宮サービスステーション 
TEL 028-邑 34-4307 FAX 028-巨 34-4308 
干 320-0831 栃木県宇都宮市新町 2-7-7 
群馬•埼玉•新漏地区 
大宮サービスステーション 
TEL 048-6 己]-8已12 FAX 日48-巨己]-9137 
干33日-0034埼玉県さいたま市±呂町 2-39-2 
高安ビル ] F 

千葉•茨木地区 

千葉サービスステーション 
TEL 043 -29 巨-3日 1 己 FAX 043 -296-39 1 2 
干2巨 2-0033 千葉市花見川区幕張本郷已 -2- 11 
東京に3区）地区 
東京サービスセンター 

TEL 03-3861-8121 FAX 03-38 巨 1-8124 
干]]] -00 已4ま京都台東区鳥越 1 -2-3 V マスエビル 
東京 （23 区を除 <) •山梨•長野地区 
ノ V 王テサービスステーション 
TEL 042已 -32-8030 FAX 042已 -36-93 1 2 
干]日 2-09 14東京都ノ V 王子巿片倉町3日8番地 
ネ申奈リ1地区 

横おサービスステーション 
TEL 04己-322-白342 FAX 04已 -3 ] 2-6 已03 
干22。-。。72横お市西区ミ丟間町 1-13 共なビル已 F 
岐阜•静岡•愛知•兰重地区 
名古屋サービスステーション 
TEL 0 已 2-772-1 229 FAX 0巳 2-772-133] 

干4日巳-日日] 3名古屋市名ま区社 CMT 目]日01番 


實山•石川•福井•滋賀•京都•大阪•兵庫•奈良•和歌山地区 

大販サービスセンター 

TEL 06-6 己7巨-7巨20 FAX 0巨-6已7邑-7604 
干已已 2-00 13 大阪市港区福崎 3 T 目1番148号 
鳥取•島根•岡山•広島•山□(下関を除く）地区 
広島サービスステーション 
TEL 082-2 已 2-33 ] 已 FAX 〇扫 2-2 已 2-6 已71 
干 732-0057 広島市東区二葉の里 2-8-28 
徳島•香川•愛媛•高知地区 
高松サービスステーション 
TEL 087 -8 已8-已巨62 FAX 087-8 已8-已672 
干760 -0079 高松市松縄町 44-8 西原ビル1 F 
山□(下関）•福岡•佐質•長崎•熊本•大分•宮崎•鹿巧島•沖縄地区 
福岡サービスステーション 
TEL 092-418-1357 FAX 0日 2- 41 8-1 3已扫 
干 8] 2-0006 福岡市博多区上牟田 3-8-1 9 
みなみビル2日2 

オン キヨーサー ビス認定店 


詩岡ヴービス認定店 

TEL 0已 43-4 巨-6502 FAX 0543-46-7091 
干 424-00 已3 静岡県清水市能島1 71-1 己 

化陸サービス認定店 

TEL 0776-27-1 868 FAX 077巨- 27- 17巨扫 
干91 0-0001 福井県福井巿大願寺3-己-日 

岡山サービス認定店 

TEL 086-274 -已840 FAX 08巨-274-已840 
干 703-8271 岡山県岡山市円山] 3 

熊本サービス認定店 

TEL 096-364-1 47已 FAX 096-364-1 47已 
干 862-0970 熊本県熊本巿ミ度鹿7-1己-18 

沖縄サービス認定店 

TEL 098-87 巨- 9] 9已 FAX 098-876-9 ] 9已 
干901 -2 104 沖縄県浦添市当山已日8番地の8 
キャッスルサイド浦添102号 


2 日日 2年 目 月現在お客様 相說窗 口、修理窓 □の 名称、住所、電話番号は変更になることびござし なすので ご 
了承ください。 
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ご購入されたときにご記入ください。 

サービスを依頼されるとさなどに、お役に立ちます。 

ご購入年ち日: 年月日 

ご購入店ち：_ 

Tel . ( ) _ 

メモ： 


ONKYO 

Tty 巧 -iMiS ミ杜 

本な大阪府寝屋り I 市日新町 2-1 干 572-8540 

製品の故障や修理についてのお問い合わせ先： 

お買し'!上げの販売店もしくは、 r オンキヨーご相說窗□-條里窓口のご案内」記載の最寄りのサービスステーションへお申し出ください。 
サービスセンター 0 03(3861)8121 ♦大阪サービスセンター ® 日目（巨己7日）7目2。 


[ ONKYO I 

I HOMEPAGE 1 
http;//www.onkyo.co.jp/ 


SN 29343371 


G 0205-1 






